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■対象者 児童養護施設の運営管理に現在携わる職員またはそれに準ずる方、将来の施設
運営の幹部候補となっている方。
本学会主催の児童養護福祉士中級講座もしくは基幹的職員研修を修了している
方が望ましい。

あらたな時代の社会的養護施設は、子どもの権利を護り地域における子ども家庭福祉の拠点とし
て多機能化、高機能化、地域分散化が求められています。当学会では専門職としての人材育成を目
的とした「児童養護福祉士」の資格制度を創設し、初級・中級研修を行ってまいりましたが、この
たび第１回目の上級研修会を開催することとなりました。児童養護施設の管理者に求められる内容
を織り込んだ研修です。この機会にぜひ受講していただければと思います。

一般社団法人日本児童養護実践学会 理事長 髙橋 利一

■主 催 一般社団法人 日本児童養護実践学会

２０２４年１月２９日（月）〜１月３１日（水）３日間■開催日

■申込締切 ２０２４年１月５日（金）必着 定員10名 ※期日を過ぎての受付は致しません。

■会 場 至誠学園 かしの木プラザホール
〒190-0022 東京都立川市錦町6－26－15
【アクセス】JR南武線西国立駅下車徒歩15分

その他の交通手段は至誠学園ホームページをご参照ください。

■参加費 【会員】３7，０００円 【一般】5０，０００円
参加費に含まれるもの︓講義テキスト代、昼食（３日分）
宿泊費は含みません。

■助 成 社会福祉法人 テレビ朝日福祉文化事業団

社会的養育の中核に位置づけられる児童養護施設についての総合的知見を高め、
施設長として適切な施設経営ができるようになることを目標とする。

■ねらい

■趣 旨 児童養護領域において、優れた養育とソーシャルワークの技術と知識を用い
た高い実践のできる人材の育成を行う。

スケジュール
集合・開講式（受付9：40〜）10：00〜1/29（月）
講義10：30〜17：50

施設見学会（至誠学園）10：00〜12：001/30（火）
講義13：00〜18：45

講義・閉講式9：30〜15：001/31（水）

講座内容と
申込は
裏面へ



03-5211-2859
info@yougojissen.jp

〒102-0083
東 京 都 千 代田 区 麹町 3 - 5 - 2 BU RE X 麹 町3 11 シ ム ウ ェ ルマ ン ㈱ 内

一般社団法人日本児童養護実践学会
事務局 担当︓

■上級講座 実施科目一覧

※上記の実施科目は、科目名等が変更になる可能性がございます。

※お問い合わせは メールまたはFAX にてお願いいたします。 舟波(ふなみ)

※定員に達し次第 締切とさせていただきますが、お申込をいただいた方には 次回開催時 優先的にご案内させていただきます。
※ご記入いただいた情報は当事業に関する目的以外には使用いたしません。

※どちらかに○ 会員 ・ 一般参 加 区 分施 設 名
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年勤 続 年 数職 名

※上記以外へ送付希望の場合にのみご記入ください。
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お
申
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み

・申込フォームから送信 右記QRコード、URL（ https://forms.gle/2dipPbyiPuhGFVBr7 ）または
当会ホームページ（ http://yougojissen.jp/ ）新着情報よりアクセスし送信してください。

・FAXで送信 こちらの申込用紙すべてにご記入の上、切らずにこのままFAXでお送りください。
・メールで送信 下記必要事項を明記の上、送信してください。

03-5211-2859 info@yougojissen.jp送信先 FAX No. E-MAIL

講 師内 容講義科目科目区分

髙橋 利一
法政大学名誉 教授

子どもの権利擁護の重要性、子ども家庭福祉につい
ての理念の理解、経営主体である社会福祉法人との
関係、施設長の役割

児童養護施設の
運営施 設 運 営 の

基礎
河原 一郎
東京育成園 理事

措置費の仕組み、措置制度の理解、都道府県等との
関係

措置と措置制度の
理解

稲垣 美加子
淑徳大学 教授

研修の重要性、スーパービジョン、メンタルヘルス、
職員確保職員養成

施 設 運 営 の
実際 阪野 学

四条畷短期大学 教授そのほかの児童養護関連施設、行政機関隣接領域の理解と
連携

坂井 隆之
明星大学 特任教授

児相のアセスメントの活用、家族理解、家庭支援専
門相談員の役割、ライフヒストリーの重要性

ソーシャルワーク的
アプローチパ ー マ ネ ン

シ ー プ ラ ン
ニ ン グ の 理
解と実践4

清水 豪
あいクリニック

心理的アプローチからの生活支援の重要性、心理職
との協働心理的アプローチ

恒松 大輔
あすなろ荘

アフターケアを進めるうえでの留意点、ケアリー
バーへの支援

リービングケアと
退所後の支援

本多洋実
(公財)全国里親会副会長
(福)ゆりかご園理事

里親支援の必要性、施設と里親の協働里親支援

施 設 機 能 の
多機能化

髙橋 久雄
至誠学舎立川

コミュニティの中で果たすべき施設の役割、地域と
の協働地域支援

松田 雄年
東京家庭学校 施設長

チームアプローチの重要性、チームワークの構築、
機関相互の連携の進め方

施設内連携と
機関連携

岩田美香、坂本健、
谷俊英、南野奈津子、
藪一裕、和田上貴昭

実践を通し支援の科学化に取り組む修了論文作成修了論文

▽申込フォームはこちら

03-5211-2858
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